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してほぼすべての資料の画像データを作成、古典
籍DBにも収載することで一層の活用をはかること
とし、その一助として作成されたのが本サイトで
ある。サイトは、「源氏物語の絵と注釈」（源氏物語
の本文・梗概、注釈、享受、絵画資料をそれぞれ
WEB展形式で紹介）と、「源氏物語の錦絵」（源氏物
語やその享受資料である『偐紫田舎源氏』に題材を
とった錦絵の作者である歌川国貞の資料の一覧）の
2つのページからなる。これまでも古典籍DBのポー
タルサイトでは当館の特徴的なコレクションを数
多く公開してきたが、その内容の濃さと鮮やかさ
において本サイトはじゅうぶんに特色あるものと
なっており、研究者だけでなく、広く一般の活用
が期待される資料群である。
このようにして成長を続ける古典籍 DB である
が、今後あらたに収蔵される資料についても情報
を登録してゆくとともに、かねて計画中のより積
極的な情報発信機能の追加に関して、具体的な提
案をしてゆきたいと考えている。
昨年までに古典籍DBを基盤とした研究成果の発
信媒体の整備については、おおよその枠組みは提
示しているが、本年度は九曜文庫サイトの作成を
主として対応してきたこともあり、大きく進展さ
せることはできなかった。2011年度は、より具体
的な検討を進める体制づくりに入りたい。検討に
あたっては、サイトのイメージ作成、掲載論文の
選定等、質・量ともに館員のみの作業では難しい
部分もあろう。そうした場合には、外部への委託、
教員の助言等も得ながら、あらたな情報発信の場
を研究者に提供できるよう、準備を進めたい。古
典籍DBに今後も注目していってほしい。
2005 年のプロジェクト開始から 6 年、古典籍総
合データベース（以下、古典籍 DB）は、図書館か
らの情報発信の場としてすっかり定着してきた感
がある。後述するように海外も含め、外部からの
アクセス数も、プロジェクト開始間もない2006年
頃には月に20万件くらいだったものが、今では常
に 100 〜 150 万件程度を数えるほどに増加してき
た。主要なコレクションのポータルサイトも完成
し、そうしたページをご覧になった外部の利用者
からの問い合わせも増加を続けている。電話やメー
ルのやり取りで済んでしまうものも多いが、掲載・
放映の手続きをしたものは650件（昨年度512件）、
そのうち古典籍DBの画像をダウンロードしての利
用は 452 件（昨年度：341 件）と、約 3 割増という
状況である。
ただ、本プロジェクトは終わったわけではない。
日々成長し、新たな展開を模索し続けるデータベー
スである。ここでは、2010 年度における古典籍
DBの拡充と今後の見通しについて略述する。
2010 年度は通常の書誌、画像登録作業に加え、
あらたなポータルサイトを作成した。2009年度に
館蔵となった「九曜文庫」を中核として作成された
「源氏物語〜語り継がれる王朝絵巻」がそれである。
「九曜文庫」は本学名誉教授、中野幸一先生が収集
された稀覯本のコレクションであり、これまでも
多くの内外の研究者によって活用され、展覧会等
でもその一部が紹介されている世界的にも注目す
べきコレクションである。そのうち、源氏物語関
係を中心とした約2,000点が館蔵となり、2年の歳
月をかけておおよその整理を完了し、今回 WINE
上にデータを公開することとなった。それと並行
